
岡山市国際交流協議会 日本語教師 募集要項 
 

１ 募集内容等 

 ・採用予定人数  １名 

 ・業務内容    日本語教室における外国人住民への日本語学習指導及び日本語教育プログラム

策定における地域日本語教育コーディネーターの補助業務 

 ・受験資格    年齢不問、以下の（１）（２）を有する人 

（１）日本語教師の資格として以下のいずれかの資格等を有する人 

ア．登録日本語教員の資格を有する人 

           イ．大学あるいは大学院で日本語教育主専攻又は副専攻を修了した人 

    ウ．４２０時間以上の日本語教師養成講座を修了した人 

（２）日本語教室等で１年以上の日本語教育の経験がある人 

 ・その他     日本語教室等において『いろどり 生活の日本語』（制作：独立行政法人国際

交流基金日本語国際センター）などの教材を使用した初級の指導経験があり、

登録日本語教員の資格を有していることが望ましい。 

２ 業務条件等 

 ・業務期間    令和８年２月から令和８年３月３１日（予定） 

※業務評価等により期間更新を行う場合があります。 

※教室準備のため、令和８年１月から日本語教室スタッフとのミーティングや、 

教室見学等を行っていただく場合があります。 

 ・業 務 地    岡山市立福浜公民館（岡山市南区福富中一丁目１６番２２号）及び万富公民館

（岡山市東区瀬戸町万富２５７番地） 

 ・報 償 費    １時間につき４，７００円です。このほか交通費相当額が支給されます。 

 ・業務日等     福浜教室 （原則）第２、第３、第４日曜日１０：００～１２：００ 

万富教室 （原則）第１日曜日１０：００～１２：００ 

※教室への従事は月２回程度の予定です。 

※９：００～９：３０は授業前の指導準備、１２：００～１２：３０は振り返 

りの時間とし、１回の従事時間は３時間となります。 

 ・社会保険    社会保険（健康保険、厚生年金保険、雇用保険）の適用はありません。 

 

３ その他 

・申込方法 （１）提出書類 

        ア．受験申込書 

※職歴またはボランティア活動歴、もしくはその両方に、１年以上の日本語 

教育活動歴を必ず記載すること。 

        イ．１募集内容等に記載する受験資格（１）のいずれかを証明するもの（写し） 

          ア．卒業証書など イ．講座修了証など ウ．合格証など 

        ウ．作文（日本語） 

          ①題名「地域に暮らす外国人住民にとっての日本語教室のあり方について」 

          ②書式等：A４サイズに１，２００字程度 

      （２）提出方法 

         （１）提出書類ア．ウ．はパソコンで作成（手書き不可）し、イ．の写しとと

もに申込受付期間内に郵送又は持参により提出 

         ※提出いただいた書類は返却できません。 

（裏面あり） 

 



      （３）提出先 

         岡山市役所本庁舎２階 国際課（〒700-8544岡山市北区大供一丁目１番１号） 

 ・申込受付   令和７年１１月２０日（木曜日）～１２月８日（月曜日）（必着） 

         ※郵送または持参 

 ・試 験 日   令和７年１２月１４日（日曜日）を予定 

         ※試験日時、試験場所は別途連絡します。 

・試験の方法  面接試験 

 

 

問合せ・申込先 

〒700-8544 岡山市北区大供一丁目１番１号 

      市民協働局市民協働部国際課内 

岡山市国際交流協議会 

 担当：齋木・佐藤 

 ℡：086-803-1112 

 E-mail:kokusaika@city.okayama.jp 

【重要】 

 この教室は、岡山市日本語教育基本方針（令和 6 年 4 月策定）に基づき、多文化共生の地域

社会づくりを目指したモデルとなるもので、外国人住民の日本語学習だけではなく、外国人住

民の居場所、外国人住民同士・日本人住民との交流の場、国際理解学習の場ともなることをね

らいとして開設したものです。運営については、岡山市行政職員（岡山市国際交流協議会の事

務局員兼務）、岡山市国際交流協議会が委嘱する総括コーディネーター、地域日本語教育コー

ディネーター、日本語教師と調整、協議をしながら進めております。教える側から教わる側へ

の一方的な日本語学習ではなく、共に地域社会で暮らす住民として相互交流・相互理解を深め

ながら、外国人住民が生活に必要な日本語を学習できる教室を目指しており、これらの趣旨を

理解していただける方を求めています。 

 なお、当日本語教室の日本語学習プログラムは、『日本語教育の参照枠』を参照にしながら、

『いろどり 生活の日本語』をメインテキストとして使用しています。 

申込書のダウンロードは 

こちらから 


